
胃の奥は幽門腺でそれより手前は噴門腺です。構造が異なりますが、 
内視鏡でみますと規則的な配列です。 



ピロリ菌に抵抗しようとして胃は変化します。その結果が腸上皮化生です。 
下記の記載に対して若干、私は異なる意見をもっています。 
 



ピロリ菌関連のMALTリンパ腫と関連のないDLBCLがあります。 
最初にそれらの疾患の所見から勉強します。 



MALTリンパ腫は境界が明瞭でない事が多いです。 



隆起性病変にも注意が必要です。 









胃腺腫と診断すれば、その多くは粘膜切除を含めて治療対象です。 
尚、胃ポリープには胃底腺ポリープ、過形成ポリープと腺腫性ポリープが 
あります。 



















次に微小胃癌の所見を掲載します。 















微小胃癌の発見を目指したいものですが、下記の筆者の見解は 
示唆に富む重要な見解と思います。 



下記にテーマ毎に纏めてみました。 
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